
新潟県女性センター情報 Ｎｏ.88 

                                                          ２０12．1．6 発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性財団では、旬の話題を男女共同参画の視点で考える定期講演会を開

催しています。今回は、『女、一生の働き方 BB（貧乏ばあさん）から

HB（働くハッピーばあさん）へ』の著者、樋口恵子さんの講演会です。 

樋口さんによると、日本の女性は人生において三度のすべり台（妊娠・出産、夫の転勤・転職・リスト

ラ・離婚、介護）に直面し、収入獲得の道を奪われるとのこと。男性に比べて長生きする女性の働き方・

生き方について考えてみませんか。申込み・問合せは女性財団まで。 

 

日 時 内 容 ・ 講 師 会 場 等 

3 月 18 日（日） 

13：30～15：30 

「高齢社会における女性の生き方」（仮題） 

講師：樋口恵子さん 

  （NPO 法人高齢社会をよくする女性の会理事長） 

【 会 場 】新潟県女性センター 

女性団体交流室 2 

【 定 員 】60 人（先着順） 

【参加費】 500 円（当財団賛助会員は無料） 

【保育あり】要申込。6 か月以上 10 人（先着順）保育協力費：子ども 1 人 200 円 保育締切：3／4(土) 

定期講演会 

 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます 
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年頭にあたり日頃より当財団への皆さまからのお力添えに心より感謝申し上げますとともに本年もよろしくお願

い申し上げます。 

昨年は東日本大震災、福島原子力発電所事故、台風、水害と多くの災害が続き日々の無事に感謝し

ながら被災された方々に思いをはせています。 

そして「災害と女性」が地域、ジェンダーの課題としてより具体的に認識させられた昨年でした。 

少子高齢社会といわれて久しく、そして人口減少社会へ転じた今日
こんにち

、持続可能な活力ある地域社会の

確保と経済活動の維持のため、女性の地位向上とともに、男女が共に参画し、多様な生き方が選択できる男

女共同参画社会づくりをなお一層、職場・家庭・地域などあらゆる分野において進めることが重要な視点で

す。それには社会的性差（ジェンダー）に捉われずに個人の能力や個性が十分に発揮でき認め合い一人ひと

りがいきいきと輝いている社会づくりのために男女共同参画の必要性を、いろいろな分野の皆さまが当財団の

事業を通して感じ取っていただける企画が何より大切なことと思っています。 

そのためには県や市町村そして皆さまとの連携を一層図り、国の第 3 次男女共同参画基本計画や県の男

女平等推進プランをふまえ、当財団の使命をしっかりと捉え、高い志をもって事業展開を図っていかなければと

職員一同覚悟をあらたにしています。 

皆さまのご健勝とますますのご活躍を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。 
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 県内にはいくつかの保育ヘルパーグループがあり、子育て中で

も勉強したい、社会参加をしたいという人たちが安心して活動で

きるよう、有料で保育のお手伝いをしています。12 月に開催した

スキル向上のための研修会の報告とあわせて、保育ヘルパーグルー

プの一覧を掲載しますので、講演会・学習会などで保育ルームを設

置することがありましたら、お近くの保育ヘルパーグループにぜひ

声をかけてください。 

 

★研修会報告 

下越（新潟市 12/5）・中越（長岡市 12/9）・上越（上越市

12/6）の 3 会場で、「保育ヘルパーグループ研修会」を開催。3

会場で計 70 名、13 グループが参加しました。この研修会は、保

育ヘルパーグループより実行委員を募り、8 月から会議を重ねて企画したものです。 

今年度は、「気持に寄り添う 保育室の運営～コミュニケーションスキルアップ編～」と題し、プ

ラスビューカレッジ理事長の小林富貴子さんよりコミュニケーションについてお話をしていただきま

した。 

保育室を利用する保護者とのコミュニケーションは重要です。適切

な対応ができるかどうかによって、保育室への信頼が大きく左右され

ることがあるので、保護者とコミュニケーションをどのようにとった

らいいのか。また保育者同士のコミュニケーションも事故防止、連携

を図るために重要となってきます。より安全で質の高い保育を提供す

るために、コミュニケーションのスキルを学ぶ機会としました。 

講義中心の座学ではなく、身体と頭を動かして、演習中心で学びま

した。参加された方は、最初は「何が始まるのか」「何をやらされる

のか」と丌安な様子でしたが、小グループに分かれて「ほめあうワー

ク」や話し合いをするうちに、少しずつ緊張がほぐれていきました。 

講師からは、「コミュニケーションのコツ」をいくつか教えていただきました。例えば、初対面の

人と関係づくりをする際に、その人が発した言葉などに反応して「いいですね」などと対応すると関

係が築きやすい。また、「思いこみ」や「～とは、こういうものだ」などが強すぎると、人間関係を

築いていくのが難しいので、対人関係の中で「やりにくさ」「つまず

き」を感じたら自分自身の「枠」「思いこみ」に注目してみると良い。

「なぜ？」ではなく、「どうしたら…？」と質問することで対応策が

考えられるように、質問の仕方などを工夫すると良いなど。 

日頃の保育活動の中で、「思いこみが強いこと」や「決めつけ」を

していることに気づく人もいて、今後の保育活動やグループ運営の参

考になるという感想が多くありました。また、保育者としてだけでは

なく、日常の人間関係（夫婦や親子関係など）にも参考になったとい

う感想もありました。 

 研修がメインでしたが、グループ間同士の交流もあり、グループ運営の仕方や、メンバーの増やし

方などの情報交換する場面もあり、とてもいい雰囲気でした。 

今後、スキルアップした皆さんが、保護者とのコミュニケーションを充実させ、ジェンダーに縛ら

れない柔軟な対応をし、より安全で質の高い保育を提供することで男女共同参画社会づくりにつなが

ることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

保育ヘルパーグループ 

 

 

 

【平成 23 年度保育ヘルパーグループ交流会のご案内】 

 県内の保育ヘルパーグループで活動をしている人を対象に、交流会を開催します。テーマは「保

育中のヒヤリハット」。研修の後は、昼食会（有料）を予定しています。 

日時：平成 24 年 3 月 15 日（木）10：30～14：00 

会場：ホテルサンルート新潟（新潟市中央区東大通 1－11－25） 

＊詳細は、決まり次第お知らせいたします。  



 

★保育ヘルパーグループ一覧表 

 

 

 
市 町 村 グループ名 連 絡 先 

下越

地区 

新 潟 市 

保育グループACB
ア シ ベ

 Tel・Fax：025－283－1485 

保育支援グループ MaRu Fax ：025－285－8976 

保育ヘルパーマミーズ Tel・Fax ：0250－24－1118 

保育グループえくぼ Tel・Fax ：025－387－5955 

子育て応援隊ほっとタイム E-mail：hottotime.hoiku@softbank.ne.jp 

村 上 市 保育サポート「だっこの会」 Tel：0254－52－6624 

阿賀野市 保育サポーターどんぐり Tel・Fax ：0250－67－3967 

五 泉 市 子育て支援グループたんぽぽ Tel・Fax ：0250－42－2398 

中越

地区 

三 条 市 子育て支援グループかるがも Tel・Fax ：0256－35―1905 

長 岡 市 
保育サークルたんたん Tel・Fax ：0258－36－5432 

保育サークル「めだか」 Tel・Fax ：0258－95－2715 

見 附 市 保育サービス「ひよこ」 Tel ：0258－62－1019 

十日町市 保育サポーターいちご Tel ：025－757－4005 

刈 羽 村 保育サポートまほうの手 Tel・Fax ：0257－45－3609 

上越

地区 

上 越 市 保育グループ「ママのポケット」 Tel・Fax ：025－544－4806 

糸魚川市 保育ヘルパーグループじゃんけんぽん Tel ：025－566－5071 

 

 

 

 日本は世界の中でも最も高齢化の進んだ国となり

ました。「老い」は、誰にもいつかは訪れます。老

いを迎える準備をするために下記のセミナーを企画しました。みなさんのご参加

をお待ちしています。詳細は、ホームページ（http://www.npwf.jp）でご案内します。 

 

回 開催日 内 容 講 師 

1 2 月 29 日 （住まい）高齢者住宅について 長谷川美香さん（（有）ミカユニバーサルデザインオフィス取締役代表） 

2 3 月 7 日 （お金）財産管理について 関川治子さん（関川司法書士事務所所長） 

3 3 月 14 日 （健康）認知症について 青木萩子さん（新潟大学医学部保健学科教授） 

＊毎週水曜日 時間はいずれも、13：30～15：30 

【会場】新潟県女性センター女性団体交流室 2 【対象】テーマに関心ある成人男女 

【定員】30 人（先着順）【参加費】無料 

【保育あり】要申込。生後 6 か月以上 10 人（先着順）保育協力費：子ども 1 人 200 円  

女性センター講座 

 

 



 

 

 2 月は働く女性、または働きたいと思っている女性を 

応援するセミナーを開催します。 

 

日 時 タイトル・講師 対象・定員・参加費 

2 月 4 日（土） 

13：30～16：30 

働き続ける先輩・ロールモデルに学ぶ 

ばらんすカフェ 

ゲストスピーカー：鈴木直子さん・青木和美さん 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：荒金雅子さん（株式会社クオリア代表取締役） 

【 対 象 】テーマに関心ある女性 

【 定 員 】30 人（申込先着順） 

【参加費】500 円 

2 月 5 日（日） 

10：00～17：00 

働く女性のための 

ロジカルコミュニケーション 

講師：荒金雅子さん（株式会社クオリア代表取締役） 

【 対 象 】現在働いている、  

または働きたいと思っている女性  

【 定 員 】20 人（申込先着順） 

【参加費】5,000 円 

2 月 22 日（水） 

10：00～16：00 

女性起業家のための 

マーケティング入門 

講師：山田まり子さん（中小企業診断士） 

【 対 象 】起業した女性 

【 定 員 】12 人 

【参加費】5,000 円 

2 月 26 日（日） 

10：00～17：00 

成果が見える！ 

コーチングマネジメント 

講師：丸山結香さん（経営コンサルタント） 

【 対 象 】現在働いている女性 

【 定 員 】20 人（申込先着順） 

【参加費】5,000 円 

＊会場はいずれも、新潟県女性センター 女性団体交流室 1 または交流室 2 

 

上越市と三条市で地域セミナーを開催します。各セミナーの詳細は、

当財団のホームページをご覧ください。 

 

◆上越市「サトシンが伝授！パパの子育てアイテム おてて絵本」 

【日時】1 月 21 日（土）10：00～11：30 

【会場】上越市市民プラザ 1 階市民ギャラリー（上越市土橋 1914－3） 

【定員】50 人 ※申込み順 【参加費】無料 

【講師】サトシンさん（絵本作家）【保育あり】要申込。1 月 16 日まで。 

【申込み・問合せ先】上越市男女共同参画推進センター ウィズじょうえつ 

TEL：025－527－3624 

 

◆三条市「マンガで始める！メディア・リテラシー」 

【日時】2 月 25 日（土）13：30～15：30 

【会場】三条市三条東公民館（三条市興野 1－13―70） 

【定員】50 人 ※申込み順 【参加費】無料 

【講師】石川伊織さん（新潟県立大学国際地域学部教授） 

【保育あり】要申込。 

【申込み・問合せ先】三条市市民窓口課市民係  

TEL：0256－34－5511（内線）293 
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